





Japan Studies in Korea: 
Imbalance in Diversification and Specialization
JIN, Chang Soo
Japan studies in Korea have made a huge progress. The most remarkable achievement 
since the 1990s is the diversification of research areas and the deepening of specialization 
in each research area. Such a development was made in large part thanks to the 
conspicuous increase in the number of researchers. Various research methods from Japan 
and the U.S. were accommodated in the study of Japan. As a result, Japan studies could 
make progress in the form of diversification and specialization with regard to research 
areas. 
The aforementioned development has revealed a few problems as well. The most serious 
problem is generational stagnation. While the number of researchers in their 30s and 40s 
has decreased, that of those in their 50s and 60s has increased. Another problem is the 
reemergence of the imbalance that was experienced until 1980s in the distribution of 
specialists over the research areas. Concretely, the trend that more than half of the 
researchers gathered around language and literature studies until 1980s, which weakened 
in 1990s, resurfaced in the early 2000s. Still another problem is that “Korea” elements have 
disproportionately influenced Japan studies--the research agendas in political science realm 
of Japan studies have rather faithfully reflected the fluctuating Korea-Japan relationship.




























































いことが分かる。30 代の研究者は 2005 年の調査では 81 名であったが、2012 年には 30 名にま
で減少している。40 代は 2005 年は 342 名で、2012 年には 267 名に減っている。このように 30
代と 40 代の研究者が減っている反面、50 代以降の研究者が増えている。50 代は 2005 年の 186
名から 2012 年には 492 名と 3倍ほどまで増加した。そして 60 代も 2005 年は 56 名だったのが









































博士 2012 修士 2012 学士 2012 博士修了 2012
注） 2012 年度調査ではアンケートに応じた人が 169 名、韓国研究財団のデータベース資料分析の対象数が
908 名であり、合計 1077 名が分析対象になっている。
出所）世宗研究所日本研究センター（2012）『2012 年調査資料：韓国日本学の現況と課題』（データベース）
＜図表 1＞日本研究者の分布












注） 2012 年度調査ではアンケートに応じた人が 169 名、韓国研究財団のデータベース資料分析の対象数が























凌大学（1996 年）、大真大学（1997 年）、放送大学（1997 年）、培材大学（1993 年）、翰林大学








































































1945 年の日帝植民地からの独立時期から 1980 年直前までの研究の萌芽期で、第 2段階の 1980




得した数は 120 名で、1970 年代以前までの 32 名に比べ 4倍近く増加した。これは 1990 年代の
量的増加に比べれば少ない。1990 年代には 1980 年代に比べて 3倍あまり増加し、340 名と過
去最多の日本研究者が誕生した。したがって、1990 年代は韓国における日本研究が 1980 年代
とまでとは異なって、量的な増加を実現した時期ともいえる。これは先の＜図表 2＞で示した














70 年代以前 80 年代 90 年代 2000 年代











士学位取得者が 13 名に過ぎないが、1980 年代には 17 名と微増している。そして 1990 年代に









＜図表 7＞で示しているように、語学・文学は 2000 年代以降も博士学位取得者が増えている















 1950 年代 1960 年代 1970 年代 1980 年代 1990 年代 2000 年代
 0 2 13 24 23 5
 1 0 2 0 5 2
 0 1 3 3 0 2























 70 年代以前　 80 年代　　 90 年代　　 2000 年代　 計　　　
政治 13 17 61 22 113
歴史 3 9 51 46 109
経済経営 7 53 75 22 157
文学 6 28 81 135 250
語学 3 13 72 98 186
合計 32 120 340 323 815
政治 歴史 経済経営 文学 語学














































日本 韓国 アメリカ +その他























の 1あまりに減少している。しかし歴史分野は 2000 年代にも 1990 年代と似通った増減率を示
している。これに比べて語学・文学は 1990 年代に研究者が急増し、2000 年代にも継続して研
究者が増えている。特に韓国で博士学位を取得する研究者が文学分野では 19 名から 56 名へと






70年代以前 80年代 90年代 2000年代 70年代以前 80年代 90年代 2000年代 70年代以前 80年代 90年代 2000年代



































































































2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 合計
通史 3 1 2 1 2 2 11
古代 6 18 9 19 30 19 22 123
中世 3 5 4 8 7 12 13 52
近世 16 20 18 35 24 48 47 208
近現代 61 44 55 89 86 127 121 583
1. 論文小計 86 90 87 153 148 208 205 977
2. 著書 28 13 18 25 18 31 20 153
（1+2）合計 114 103 105 178 166 239 225 1130






























































































































































例えば 1980 年代以前には、日本の安保政策に対し、覇権主義的な軍事大国化（hegemonic 
military power）イメージとして描写されていたが、1990 年代からは日本の防衛政策に対する
＜図表 13＞ 1990 年以降、韓国政治学会報と国際政治論叢に掲載された日本関連論文数
年度
総論文 日本関連論文（本数）
（本数） 日韓関係 日本経済 対外関係 日本政治 比較政治 国際政治経済 思想 総計（％）
1990 54 0 0 0 0 0 0 0 0 (0)
1991 34 0 0 2 0 0 0 0 2 (6)
1992 75 1 0 1 0 2 1 0 5 (7)
1993 68 0 0 2 1 0 1 0 4 (6)
1994 93 0 0 1 1 0 0 0 2 (2)
1995 130 0 2 0 1 0 2 0 5 (4)
1996 119 0 2 2 1 1 0 1 7 (6)
1997 100 0 4 1 2 0 0 1 8 (8)
1998 116 1 1 5 2 0 1 1 11 (9)
1999 137 1 0 4 4 0 1 0 10 (7)
2000 144 0 1 1 1 0 1 2 6 (4)
2001 153 1 0 1 3 3 2 2 12 (8)
2002 134 2 0 1 4 0 3 1 11 (8)
2003 191 2 3 2 7 3 0 1 18 (9)
2004 164 0 1 4 1 0 0 3 9 (5)
2005 116 3 1 0 3 0 1 0 8 (7)
2006 120 0 0 0 3 2 0 0 5 (4)
2007 94 0 0 0 0 1 0 0 1 (1)
2008 126 2 0 0 1 0 0 0 3 (2)
2009 122 0 0 1 1 1 0 0 3 (2)
2010 92 0 0 0 1 1 1 1 4 (4)
2011 102 1 0 4 5 0 0 0 10 (10)
総計 2484 14 15 32 42 14 14 13 144 (6)

























～ 2011 年の間、韓国内の 6の主要学術誌に掲載された延べ 260 編の論文を 35 のテーマ別に分
＜図表 14＞日本史と関連した 6の学術誌の時代別論文掲載数
学術誌名 古代 中世 近世 近現代 合計
合計の中で日韓関係史に
関係する論文数
日本歴史研究 20 9 15 49 93 35
東洋史学研究 2 2 6 11 21 5
歴史学報 0 0 3 6 9 3
日韓関係史研究 24 23 54 51 152 152
日本思想 6 1 15 9 31 12
日韓民族問題研究 0 0 0 13 13 13







































テーマ 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 小計
日本マクロ経済、東アジア経済 （3） 1（2） 1 0 2（2） 2（1） 1（1） 7（9）
通商、ODA 2（1） （3） （1） 1（2） （2） 2（1） （3） 5（13）
金融、為替 （1） 0 1 （1） 1 1 （2） 3（4）
高齢化 0 1 1（1） 1（1） 2 0 1（1） 6（3）
規制改革、構造改革 0 （2） 0 2 0 0 0 2（2）
日韓 FTA 5（4） 1 8（3） 4（2） 2（2） 1 （4） 21（15）
知財権、個人情報、特許 0 0 2 0 1 0 0 3
日韓企業比較 6（1） 5（2） 2（1） 2 0 5 4（1） 24（5）
日本企業システム 2（1） 4（1） 2（1） 5（3） 1（3） （4） 1（1） 15（14）
労務関係 4 2 0 2 3（2） 3（3） 1 15（5）
流通、財務管理 2 1 2 1 1 1 2 10
経営、企業会計 （1） 2 2 0 0 2 1（1） 7（2）
海外投資 4 1（1） 0 1 0 1（1） 0 7（2）
マーケティング 0 4 0 2 1 0 0 7
日韓海外投資 1（1） 1（1） 0 4 5（1） 0 3（4） 14（7）
日本経済、企業史 1 1 0 （1） 1（2） 1 2（3） 6（6）










されているように、日本文学分野は 2005 年までに発表された論文が 1000 編に達するほど、量
的な増加を続けた。2008 年以降には一定以上の論文が継続して発表され、「安定的停滞期」に













260 編のうち 1編以上の論文を発表した執筆者が 130 名あまりに達している。単行本は 11 冊で
ある。川端康成に対する研究は一般論文が 150 編あまりで、修士論文が 65 編と、作品論が 3













年度 古典文学 近現代文学 総計
2000 94 12 466
2001 92 135 552
2002 116 203 662
2003 137 183 783
2004 165 216 915
2005 152 235 1017
2006 128 237 954
2007 111 240 1019
2008 135 267 1106
2009 130 258 1088
2010 133 261 1131




























































１）世宗研究所日本研究センターは日本研究者の現況を把握するため、2005 年と 2012 年に、1）アンケー
ト方法：質問紙の郵送発送、質問紙電話インタビュー、研究機関の訪問調査、2）韓国研究財団のデー
タベース資料分析：韓国研究財団の研究業績統合情報に登録された研究者の個人履歴や研究業績調査
を実施した。研究調査の対象なった研究者数は 2005 年には 1019 名、2012 年には 1077 名である。本
稿では 2012 年の調査資料を使った。2012 年の調査ではアンケートに応じた人は 169 名、韓国研究財
団のデータベース資料分析の対象数は 908 名であり、合計 1077 名が分析対象になった。また、2012
年の調査では研究機関の調査も行っていた。2005 年の調査は 陳昌洙編『韓国・日本学の現況と課題』（ハ






３）以下の図表 1－6 のデータはアンケートに応じた人は 169 名、韓国研究財団のデータベース資料分析















７）第 3段階の特徴は今も続いている。その理由は 1990 年代の研究者が現在でも中心になっているからで
ある。
８）現在、日本研究関連の 30 の学会のうち、1990 年代に設立された 7の学会は語学・文学関連が 4、教育



















































































（2012 年 8 月 31 日レフェリーの審査を経て、掲載決定）
